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 2005 年 4 月に兵庫県立大学工学研究科に教授として着任して 20 年，この 3 月をもって定年退官いたしま

す。着任時は姫路工業大学工学部分析化学講座を引き継ぐ形で，兵庫県立大学工学研究科物質系工学専

攻物質・エネルギー部門，物質計測学研究グループを新しく立ち上げ，研究室を主宰することになりました。当

初，旧分析化学講座の西岡洋准教授と大学院修士 1 回生の小寺浩史君に加えて，6 名の学部 4 回生（上田

聡，上山智子，内田琢也，渋川勇介，服部正輝，丸谷和之）が研究室に配属されました。教員 2 名，大学院生

1 名，学部生 6 名，計 9 名でのこぢんまりとした船出でした。私の専門は放射光軟 X 線分光分析，西岡先生は

環境・化学分析といささか分野が異なっていましたが，分析化学の立場からみれば，それぞれが分光分析と化

学分析に対応するのでバランスがとれていました。以来，当研究室は“分析化学（科学）”の看板を掲げて，研

究・教育を推進しました。 

 

着任当時，教員の個室と旧分析化学講座の実験室が書写キャンパスの旧 4 号館に確保されていましたが，

学生の居室はありませんでした。少人数の研究室といえどもこのスペースではあまりにも狭いので，教室会議

で提案して当時のオープン実験棟会議室の半分を学生部屋にあててもらいました。当時，オープン実験棟は

インターネットがつながっておらず，営繕課の田中さんに助けてもらい，4 号館からオープン実験棟の部屋まで，

廊下の天井裏に手を突っ込んで学生といっしょにイーサネットケーブルを敷設しました。その後，研究室の学

生と計算機が増えるのに伴い，2009 年に 4 号館の共通学生実験室をつぶして居室 3 部屋分に改修しました。

この1室を私が指導する学生の居室兼実験室にして，ようやく 4号館に研究室がまとまりました。着任して5年，

このように研究室のスペース確保に学内を奔走したことは結構大変でしたが，今となっては良い思い出です。

その後，2023 年 2 月に今の C 棟 6 階に引っ越して，昭和年代の古い 4 号館からようやく現代的な研究環境に

落ち着きました。 

 

私の研究は放射光施設に赴いて実験を行い，その測定データを計算機で理論解析します。本学着任前よ

り，私は米国 Lawrence Berkeley National Laboratory（LBNL）の放射光施設 Advanced Light Source (ALS)へ

頻繁に飛んで実験していたので，着任当初の実験は ALS で行いました。一方，本学は放射光施設

NewSUBARU（NS）を持っていますが，着任時に NS を私の研究に利用できる状況ではありませんでした。ま

ず NS での実験環境を整えることが急務であり， NS の多目的ビームライン BL10 を軟Ｘ線吸収測定に利用さ

せてもらえないかと，BL10の責任者，木下博雄教授（当時）に相談しました。木下先生は，私のNTT研究所時

代の 10 年先輩で，NTT の放射光研究仲間であったこともあり，「わかった，思いっきりやれ」と許可してもらいま

した。しかし，そのままでは BL10を軟Ｘ線吸収測定に用いることができず，まずビームライン光学素子のカーボ

ンコンタミを除去し，さらにビームライン分光器の回折格子を追加する必要がありました。これには木下研の原

田哲男助教（当時）が献身的に対応してくれて，2011 年頃から所望した放射光が少しずつ得られるようになりま

した。そして 2013 年に分析専用装置を BL10 に導入し，NS での軟Ｘ線吸収測定ができる環境をようやく整備

することができました。ALS での実験は BL-6.3.2 で継続的に行っており，当研究室は BL-6.3.2/ALS と



 

BL10/NS の 2 カ所で頻繁に実験できる充実した環境になりました。一方，理論解析の面では，当初 DV-Xα分

子軌道（MO）計算を利用していましたが，解析をより深めるために 2012 年頃より密度汎関数理論（DFT）計算

を導入しました。さらに，2020 年には分子動力学（MD）計算を導入しました。これで放射光軟 X 線吸収実験と

理論計算を高いレベルで両立させる環境が整い，当研究室は放射光軟 X 線分析の有力拠点になりました。こ

の間，国内の大手企業との共同研究を数多く進めることができ，私が築いてきた放射光軟 X 線吸収分析の基

盤技術を産業界にまで広く普及させることができました。なお，結果として企業から研究資金を十分にいただく

ことができたので，研究室運営に大変助かりました。この経済的基盤があったおかげで，学生には数多くの学

会発表をさせることができるとともに，多くの大学院生を ALS 実験や国際会議など海外へ連れていくことができ

ました。 

 

研究室運営には，学生の研究指導の他に，組織としてまとまることが大切です。これは社会に出てゆく学生

の教育に直結します。私は常々「文武両道あたりまえ」と考えてきたので，学生教育の一環として学生にも「武」

つまり身体を動かす機会を作り，皆で動くことで組織をまとめることを考えました。誰でもできる運動は歩く，走る，

です。そこで，リレーマラソンに取り組みました。さらに，六甲山のトレッキングや氷瀑ツアー，志賀高原のスキ

ー・スノボツアーも継続して行ってきました。その後，私自身の趣味とトレーニングを兼ねて，GoEAST なる長距

離ランニング・ウオーキングイベントを 2016 年からはじめました。これには研究室の学生のみならず学内外から

多くの方々が参加し，2024 年まで 16 回も実施することができました。春は姫路城で花見，夏はビアガーデンで

暑気払い，年末は忘年会，3 月は私の家で BBQ を行ってきました。学部 1 回生のパイロットゼミは「動くパイロ

ットゼミ」として，研究室学生といっしょに外食や書写山トレッキングなどを行い，その回数は 100 回に到達しま

した。残念ながら 2020～2022 年はコロナ禍のため，これらイベントは中断することもありましたが，学生諸君は

積極的に参加し行動してくれました。結果，学生間は勿論，学生と教員とのコミュニケーションはとても密になり，

組織としてまとまった研究室運営ができたと思います。 

 

総じて，本学に着任してからの 20 年，とても楽しく充実した研究と教育を行うことができました。これも，ひと

えに研究室の学生，本学教職員をはじめとして，学内外の研究仲間・友人・知人，そして家族があっての賜物

です。皆さまに篤く感謝いたします。 

 

 

なお，私の 40 年にわたる放射光軟Ｘ線分光分析研究は，次頁に示す第 38 回日本放射光学会年会・放射

光科学合同シンポジウム（2025 年 1 月 10～12 日，つくば国際会議場）で行った招待講演の要旨原稿１枚にま

とめました。ご一読いただければ幸甚です。 

 

2025（令和 7）年 2 月 



[招待講演]
（2025年1月10日～12日，つくば国際会議場）
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D-T D + T  4He + n + 14 MeV
D-T

1898 

1938 

1945 @

1954 
1959 

Y. Muramatsu, Y. Murano, and K. Yoshihara, Radiochem. 
Radioanal. Lett., 58, 227-236 (1983).
Intramolecular non-uniform distribution of tritium in 
naphthalene and uracil by nuclear recoil reaction.

Y. Muramatsu, G. Izawa, and K. Yoshihara, Radiochimica 
Acta, 38, 5-10 (1985).  
Reactions of recoil tritium with naphthalene and its 
derivative in solid phase
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25 NTT [1985]

1980

CVD

Appl. Phys. Lett.
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26 29 X [1986 - 1989]

MPW-BL

Undulator-BL

NTT
X BL (U)

X BL (MPW)

MPW/Undulator

NTT PF BL-16
T. Matsushita, H. Maezawa, T. Ishikawa, M. Nomura, A. 
Nakagawa, A. Mikuni, Y. Muramatsu, Y. Satow, T. 
Kosuge, S. Sato, T. Koide, N. Kanaya, S. Asaoka, I. 
Nagakura, Rev. Sci. Instrum., 60, 1874-1876 (1989).

MPW/U

“ 2023( )”

M0

E-energy 2.5 GeV

Periodic length 120 mm

Periodic number 26

Magnet NdFeB

Gap 150 – 130 mm (U)
19 – 50 mm (W)

Magnetic field 0.513 T (U)
>0.513 – 1.47 T (W)

K-parameter 0.605 – 5.75 (U)
5.75 – 16.8 (W)

1st harmonic energy 28.2 – 418 eV (U)

BL16MPW/U
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Y. Muramatsu, H. Maezawa, Rev. Sci. Instrum., 60,
2078-2080 (1989).

Y. Muramatsu, Y. Ohishi, H.
Maezawa, and T. Matsushita, Rev.
Sci. Instrum., 60, 2048-2050 (1989).
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X X

Be K X

X

X Li, Be, B, Al, Si
O. Aita and T. Sagawa, J. Phys. Soc. Jpn.,
27, 164-175 (1969).

X
T. Arai, T. Shoji, and R. W. Ryon, Adv. X-Ray
Anal, 137-144  (1985).

Rh-X
TAP

B BK
OK (3 ) X

X
R. D. Carson, C. P. Franck, S. Schnatterly, and
Zutavern, Rev. Sci. Instrum., 55, 1973-1977175
(1984).
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30 33 X [1990 -1993]
(1) X @BL-16U

X
Y. Muramatsu, M. Oshima, T. Shoji, and H. Kato,
Rev. Sci. Instrum., 63, 5597-5601 (1992).

(VLSG)
(

(Rigaku)

Dec. 2024

T. Kita, T. Harada, N. Nakano, and H. Kuroda,
Appl. Opt. 22, 512 (1983).

VLSG
X
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(2) X

X
Y. Muramatsu, M. Oshima, T. Shoji, and H.
Kato, Rev. Sci. Instrum., 63, 5597-5601
(1992).

NTT-SOR
ABL-3B

Y. Muramatsu, F. Maeda, S. Maeyama, Y.
Watanabe, and M. Oshima, Nucl. Instr. Meth.,
A342, 596-599 (1994).

PF NTT-SOR@
1989 1993

1.38 m
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(3) / X
B2O3 X / X
Y. Muramatsu, M. Oshima, and H. Kato,
Phys. Rev. Lett., 71, 448-451 (1993).

Selective 
Exc.

(XAS)

Resonant 
Elastic X-
ray Scat. 
(REXS)

Resonant 
Inelastic 

X-ray Scat. 
(RIXS)

Selective 
Exc.

(XAS)

Resonant 
Inelastic 

X-ray Scat. 
(RIXS)

X
, , , 8, 470-

479 (1995)

NTT B

5

XRF

REXSRIXS

SR

hv
SR

hvhv

BN X
Y. Muramatsu, M. Oshima, J.
Kawai, S. Tadokoro, H. Adachi, A.
Agui, S. Shin, H. Kato, H. Kouzuki,
and M. Motoyama, Phys. Rev. Lett.,
76, 3846-3849 (1996).
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X

: J. Nordgren, G.
Bray, S. Cramm, R. Nyholm,
J.-E. Rubensso, and N.
Wassdahl, Rev. Sci. Instrum.,
60, 1690-1696 (1989).

IBM/TENN/TULANE/
LLNL/LBL@ALS: J. J. Jia, T.
A. Callcott, J. Yurkas, A. W.
Ellis, F. J. Himpsel, M. G.
Samant, J. Stöhr, D. L. Ederer,
J. A. Carlisle, E. A. Hudson, L.
J. Terminello, D. K. Shuh, and
R. C. C. Perera, Rev. Sci.
Instrum., 66, 1394-1397 (1995).

@PF: S. Shin, A. Agui, M.
Fujisawa, Y. Tezuka, T. Ishii,
and N. Hirai, Rev. Sci.
Instrum., 66, 1584-1586 (1995).

1990
( ), CCD

2000
, CCD

@SPring-8: T.
Tokushima, Y.
Harada, H. Ohashi, Y.
Senba, and S. Shin,
Rev. Sci. Instrum.,
77, 063107 (2006).

Y. Harada
(Oct. 2023)

Wet RIXS BL-8.0.1/ALS

(Dec. 2024)

17/55

X @NanoTerasu
J. Miyawaki, K. Fujii, T. Imazono, K. Horiba, Y. Ohtsubo, N. Inami, T. Nakatani, K. Inaba,
A. Agui, H. Kimura, and M. Takahashi, J. Phys.: Conference Ser., 2380, 012030 (2022).

<10 meV at 250 -
1000 eV with 
E/ E>150,000

2D-RIXS

R = 12 m
BL02U/NanoTerasu (Dec. 2024)

BL02U

NanoTerasu
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ABL-3B/NTTSOR
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T. Callcott 
(TENN)

R. C. C. Perera 
(LBNL)

D. L. Ederer 
(Tulane U.)

BL-8.0.1 X

BL-6.3.2 X

A

Sample

(G1, G2, G3, G4)

BM light
source

ALS/LBNL

36 37 [1996 - 1997]
2

U. Tennessee(TENN) Advanced Light Source (ALS)/Lawrence Berkeley National Lab. (LBNL)
2 PRL ALS

21/55

Albany Albany Mimy RupertHarley Davidson

Utah Arizona Arches Natl. Park Monument Valley Desert road

Las Vegas Disney World Hueston Washington DC New York

HD dealer Alissa MBL, Athletics NBA, Warriors Yosemite Natl. Park Lake Tahoe
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X
CK-XES/XAS

Y. Muramatsu and T. Hayashi, The 12th Diamond 
Symposium, 112, (1998).

CK-XES/XAS
Y. Muramatsu et al., J. Electron Spectros. 
Relat. Phenomena, 107, 177-184 (2000).
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40 NTT SPring-8 [2000]

NTT
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40 [2000] 

, 27 , 3C06 (2000)

E

unoccupied 
orbitals

occupied 
orbitals

SR

inner orbital

x-rays 

X (XAS)

X (XES)

X
?

!

1 (Polarizing Microscope)
2 (SEM)
3 (TEM)
4
5 (XRD)
6 (Electron Diffraction)
7 (SAXS)
8 (FT-IR)
9 1H 13C (1H, 13C-NMR)
10 7Li (7Li-NMR)
11 (Raman)
12 (ESR)
13 (UPS)
14 (XPS)
15 (AES)
16 (EELS)
17 (MS)
18 (Accelerator-based analysis)

2001

2001
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J. Iihara, Y. Muramatsu, T. Takebe, A. 
Sawamura, A. Namba, T. Imai, J. D. Denlinger, 
and R. C. C. Perera, Jpn. J. Appl. Phys., 44, 
6612-6617 (2005).
Y. Muramatsu, T. Takebe, A. Sawamura, J. 
Iihara, A. Namba, T. Imai, J. D. Denlinger, and 
R. C. C. Perera, X-Ray Spectrom, 36, 162-166 
(2007). 
Y. Muramatsu and Y. Yamamoto, Diamond 
Relat. Mater., 39, 53-57 (2013).

2009 2015

, 
Eric M. Gullikson, 

, 45, 
149-171 (2014).

, 
, 45, 173-180 

(2014).
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X XRD
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X
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, 2014

(XANES) 
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C O X

X
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BL-8.0.1@ALS(1999 2 )
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Feb. 1999
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Y. Muramatsu and E. M. Gullikson, Anal.
Sci., 36, 1507-1513 (2020).
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45 [2005 - ]
BL10/NewSUBARU
X (XRR)
X (XAS)
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B K

H. Kinoshita

T. Harada

(Feb. 2015)

BL10
Adv. X-Ray Chem. Anal. Japan, 43, 407-414 (2012).
Adv. X-Ray Chem. Anal. Japan, 44, 243-251 (2013).
Adv. X-Ray Chem. Anal. Japan, 45, 269-278 (2014).
Adv. X-Ray Chem. Anal. Japan, 46, 317-325 (2015).
J. Photopolym. Sci. Technol., 28, 531-536 (2015).
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in-situ XANES
XAS in-situ XANES

Y. Muramatsu, K. Hiramatsu, K. Maee, and K. Sakamoto, Anal. Sci.,  38, 717-723 (2022).
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XANES
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Astrophys. J., 917, 103 (2021).
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